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緒 言

我が国に於け る寄生虫の蔓 延は誠に恐 るべ

きものがあ り,こ の防止 の一手段 として屎尿

中の寄生虫卵の殺滅処理が幾 多研究者 に より

行われ,各 種方法が案 出されている.こ れ ら

各種殺滅処理の効果 は,作 用 を うけた卵の培

養によりこれが発育す るか どうかで判別 され

ている.そ してこの培養の方法は全 く各人各

様に実施 されてお り,培 養液 に於 て,又 培養

温度に於て も相 当な開 きが認め られ る.即 ち

こんなに種 々異つた条 件の下で培養する と虫

卵の発育に大 き く影響す る もののよ うで,我

々のこれ までに得た断片的な諸種成績か らみ

ても, D. D., CS2, NO2,普 通屎尿,魚 粉或

は過燐酸石灰等を加 えた屎尿,又 は尿 中に虫

卵をつけて同一温度の孵卵器 中におき,後 生

死判定 を行つた際水洗 してフォルマ リン水中

に移して培養 した ものが死滅 し,一 方原液 中

にそのまま浸漬 されていた ものに何等変化が

認められなかつた り,或 は水で培養 して仔 虫

になつた りして,結 果に非常 に大きな差があ

らわれ,時 には正反対の結果 さえ出て大 いに

考えさせ られた.つ ま りこの よ うに異つた条

件の下で培養す るとその結果に疑問を持たざ

るを得な くなつたので以下の如 く実験を進め

てみた.

実験方法並に成績

実験に使用 した寄 生虫卵は諸種の処理に対

し抵抗の強大な人蛔 虫の卵(但 し子宮末端部

の成熟卵で水培養に より正常発育を示 した も

の以下単に卵 と称す)を 用 いた.

まず素焼 のかわ らけを適 当に水で しめ した

ものとガラスの小瓶 中 に 水 を 充 した(水 深

2cm位)も のの 両者 に卵を入れ 培養 したが,

その間に差は認められないで発育 したので爾

後の実験は何れ もガラス瓶を用 いた.

水を基準において50%過 酸化水素水(市 販

品を100%と し,以 下総 ての薬品に共通) 1, 

2.5, 5, 10%の フォルマ リン水,ア ル コール,

クレゾール,石 炭酸更に各N/10の 塩酸,硫 酸,

硝酸,蓚 酸,醋 酸,燐 酸並に苛性 曹達,苛 性

加里,ア ンモニア水に於け る卵 の発育 に対す

る影響を検 した.即 ち上記各液 中に卵を入れ

25℃ 孵卵器中で培養 した所,過 酸化水素水,

フォルマ リン水,各 種酸類並にアンモニアは

発育を促進 し,水 に比 し2～3日 も早 く仔 虫

卵 となつたが,蔭 酸に於 て は特 に 遅 延 を 示

し,苛 性曹達及び苛性加里では促進 され速 に

蝌蚪 期にまでは到達す るも爾後仔虫に迄発育

せず,そ のままの形で死滅 して了つた.ク レ

ゾール,石 炭酸に於ては全 く発育を示 さず し

て死滅 した.

次に これ ら諸種溶液を培養液 として使用す

べ く屎尿DDO.05 (屎 尿 とあるは屎1 尿4

に した もので,こ れにDDを0.05%に 加え

攪拌 した もので以下何れ も同様)及 び水DD

0.5中 に卵を1, 2, 3日 間浸漬後 よく水洗 し.

以上各種の溶液 中に25℃ で培養 した結果は

水を対照 として考 えてみると前述の発育試験

で死滅 した ものは勿論死滅す るが,過 酸化水

素水では100%に,発 育を促進 した酸類,フ ォ

ルマ リン水等に於ては何れ も60～80%の 死卵

を示 してお り,対 照 としての水にみ られる死

卵は大約30～50%で 遙 に大きな差 を示 してい

る.

次で水 と,前 述の通 り50%過 酸化水素水で

は全卵死滅 させて培養液 として面白 くなかつ

たので10%に 下げた過酸化水素水 と,一 般 に
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培養に よ く用いられてい るフォルマ リン水 に

於ては2.5%の もので,DD,ネ オヂクロン,

三共DN乳 剤の夫 々の稀釈の水並に屎尿 中に

卵を1～7日 浸漬 し薬液を作用 させた後 よ く遠

沈 水洗 し,こ れ ら培養液 中に入れ25℃ で培養

した所第1表 のようになつた.即 ち過酸化水

素水10%液 も前同様大多数の卵 は死滅 し(表

には略),又 水 と2.5%フ ォルマ リン水 とを比

較 してみ ると,同 一稀釈薬液 中に同一 日数浸

した ものが,分 裂せず単細胞卵の ままで 変化

の認め られない もの,死 滅像を明に示 してい

る もの,更 に一方では仔虫に迄到達 してい る

もの等全 く種 々雑多の結果が出ている.な お

死滅卵出現例に於 て もこの1～7日 の間では

肉眼的変化は全 く認め られないで,そ の変化

を認めたのは数週 の後のことである.更 に面

白い と思 われ るのは0.1% DN水 に於 てみ

られ るように フォルマ リン水で死卵の出現多

数 を認めなが ら薬液 中にそのまま浸漬 してあ

る卵は遂に発育 し仔 虫を包蔵するに至つてい

る.又 屎尿DD 0.05に 浸漬 して水洗,水 培

養を行つた ものは単細胞卵のままで肉眼的に

は40日 後 も何等 変化を認めなかつたが,こ の

一部を と り2 .5%フ ォル マ リン水培養 とした

第1表　 2.5%フ ォルマ リン水 と水 とに於け る生死判定培養成績

4週 後 の成 績,　 ()は6週 後 の成 績,浸 漬 作 用 温 度25℃,

D-死 卵,L-仔 虫卵, 1-8単 細 胞 卵-8分 裂 卵, M-桑 実 卵, P-蝌 蚪 卵
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所DD中1日 浸漬 の ものは全卵 仔 虫 とな り

2～4日浸漬の もの も半数以上に仔虫の形成を

みた.な お この仔虫以外の ものは何れ も死像

を呈していた.而 してこの水培養の部は70日

後に於て も肉眼的 には未分裂で変化像が認め

られなか つたので 同様2.5%フ ォルマ リン水

培養に附した所, 1日 浸 漬の ものでは60%,

 2, 3, 4日 の もので夫 々45, 20, 10%程 度に

なお仔虫の形成を示 した.然 し水培養105日

では肉眼的に一部変化があ らわれ,こ の2.5

%フ ォルマ リン水培養では何れ も全卵死相を

呈 した.

又培養液 としての フ ォル マ リン水 を10, 5,

 2.5, 1%の4段 階 に分 ち各 濃 度 に於 て且培 養

温 度 も2通 りの25, 30℃ と して,卵 の 前処

置 にはDD 0.05, 0.025, 0.01%水 溶液 を用

い て実 施 した所 濃度 の 濃 い もの程 死 卵 を認 め,

又25℃ よ り30℃ の培養 に於 て死 卵多 く,

 30℃ 10%フ ォル マ リン水 の区 分 で は全 卵 死

滅 し,水 及 び2.5%以 下 の区分 に於け る仔 虫

形 成 と全 く反対 の成 績 が 出た.

第2表　 培養温度並に培養液別による生死判定培養成績(其 ノ1)

浸漬温度25℃ 浸漬 日数 2日 培養成績 4週 後

第3表　 培養温度並に培養液別による生死判定培養成績(其 ノ2)

作用温度25℃ 作用日数 4日

培養温度は前述の通 り高い程死卵の出現が

大 きい ようであ るが,こ れ につ い て も更 に

DD,ネ オヂ クロン,三 共DN .乳剤を用いて

夫々第2表 に記載の ように各%の 水溶液 中に

2日 間虫卵を浸漬前処置 して水 と2.5%フ ォ
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ル マ リン水を 培養 液 と して28℃, 24℃, 20

～14℃ (室 内放 置)の3種 の温度で培養 し
,

3週 後鏡検 した所,ネ オヂ クロンで28℃ で

は100%に 死滅す るのに, 24℃ 及 び 室 温に

於てはなお単細胞卵 として,肉 眼 的 に 変 化

が認められない ものが,水 培養で90%以 上,

フォル マ リン水培養で60%以 上 にみ られ,更

にDN 0.1%に 於 ては28℃ フォルマ リン水培

養 に於て10%位 の死卵の出現 と単細胞卵のま

まで変化 のないのが80%,僅 に10%仔 虫を

形成 してい るのに,24℃ では 大部分が 蝌蚪

期で一部は已に仔虫になつ てお り,事 実5週

後に於ての検査では前者では死卵の%の 増加

を示 し,後 者では全部仔 虫を包蔵 していた.

更に石炭酸,ミ ケゾール,ク レゾールにつ

いて も夫々第3表 の通 り各種%の 水溶液中で

温度25℃ 4日 間作用を うけた卵 について 水

と2.5%フ ォル マ リン水 とを 培 養 液 と し,

28℃ と25℃ との2通 りの温度で培養 したが,

その結果 も前述諸薬の ように両培養液間並に

温度に於 て著明な差が見 られ るが,表 に明で

あるので ゝには詳 しく述べない.

考 察 並 に 結 語

自然界に於ては地上 の寄生虫卵は雨水或は

露 に洗われそれぞれ適 当な温度を うけて発育

す る筈 で あ るが,こ の 際 化 学 的 な 薬 品 を

Mediumと して発育す るこ とも先ないことで

あ るし,又 温度の点に於て も年間を通 じては

相 当な開きがあるが,発 育に最 も好適な温度

は相当な高温であ り,か ゝる温度の持続す る

時期は1年 の中の極 く短期間である.然 し虫

卵は か ゝる好適 温 度で な くても20℃ 更に

それ以下で も十 分 発 育 し得 る もので ある.

フォル マ リン水 が 自然 界 に於 て虫卵の発育

Mediumと な ることも先な く,こ れに よる培

養結果は最 も自然 と思われ る水に於けるもの

と比較 してみ るときは,濃 度の如何によつて

未分裂 で発育停止 してい るものを発育せ しめ,

或は仔 虫迄発育す るものを死滅 させた りして,

全 く相反す る結果 さえ見 られる.更 に温度の

点 に於て も24℃ 或はそれ以下の室温に於 て

徐 々に発育 しつ ゝあ るものが,28℃ の培養で

は大部分が死滅す る等 こゝに も亦大きな差が

み られ る.以 上 よ り少 くとも処理を うけた虫

卵の培養に当つては最 も自然の発育に酷似 し

て水を用い,夏 季に於 ては勿論平均気温23℃

に達す ることもあ るが更 にそれ より低温の期

間が大部分であ るので生死判別培養試験に於

ては,水 で20～25℃ 位で行 うのが最 も適 当

ではないか と考えられ る.然 し蛔 虫 卵 の 生

死判定を急 ぐ場合 には従来通 り25℃ で2.5%

フォルマ リン水培養を行 うのは よろ しい.尤

も化学薬品で前処理を した蛔虫卵をフォルマ

リン水で培養す ることは避けねばならない.

稿を終るに臨み恩師山口敎授の御指導並びに御校

閲に深謝する.
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Test for Viability of Ascaris lumbricoides Eggs.

By

Seiichi Inatomi & Michiya Kimura

We are using the cultivatio methods usualy for viability test of the Ascaris lumbri

coides eggs. We have found the optimal cultivation methods requires water and 2.5% of

 Formol water at 20-25℃.


